
二

船
員
の
労
働
時
間
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
事
項

三

船
員
の
健
康
状
態
の
把
握
に
関
す
る
事
項

四

船
員
か
ら
の
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
に
関
す
る
事
項

２

法
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
勤
務
時
間
の
変
更
、
作
業
の
転
換
、
乗

下
船
の
時
期
の
変
更
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
と
す
る
。

第
四
十
五
条
の
四

船
舶
所
有
者
は
、
法
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
船

員
の
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
船
員
の
健
康
状
態
そ
の
他
の
実
情

に
つ
い
て
医
師
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

附

則

第
二
条

第
十
条
第
五
項
、
第
十
六
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
、「
三
年
」
と
す
る
。

（
新
設
）

第
三
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

氏
名

ふ
り
が
な及
び
性
別

N
a
m
e

氏
名

ふ
り
が
な及
び
性
別

（
旧
姓
）N
a
m
e

（
F
o
rm
er
su
rn
a
m
e ）

第
十
六
号
書
式
第
三
表
中 「

」

を

に
改
め
、
同
書
式
第
四
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

「

」

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
一
号
書
式
第
二
表
記
載
心
得
１
及
び
記
載
心
得
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
国
際
ト
ン
数
証
書
又
は
国
際
ト
ン
数
確
認
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
日
本
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
総
ト
ン
数
に
国
際
総
ト
ン
数
を
付
記
す
る
こ
と
。

２
船
舶
の
用
途
欄
に
は
、
旅
客
船
、
貨
物
船
、
油
送
船
、
漁
船
等
の
別
及
び
漁
船
に
あ
つ
て
は
、
従
事
す
る
漁
業
の
種
類
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
一
号
書
式
第
二
表
中
記
載
心
得
４
を
記
載
心
得
５
と
し
、
記
載
心
得
３
の
次
に
次
の
記
載
心
得
を
加
え
る
。

４
船
長
の
住
所
及
び
氏
名
欄
に
お
い
て
船
長
が
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
一
号
書
式
第
四
表
記
載
心
得
２
中
「付

記
す
る
こ
と
。

」の
下
に
「な
お
、
船
員
が
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

」を
加
え
、
同
表
記
載
心
得
７
及
び
記
載
心
得
９
中

「記
載
し
、
船
員
の
確
認
を
受
け
る
こ
と

」
を
「記

載
す
る
こ
と

」
に
改
め
、
同
書
式
第
六
表
中
記
載
心
得
10
を
記
載
心
得
11
と
し
、
記
載
心
得
６
か
ら
記
載
心
得
９
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
記
載
心
得
５
中
「記

載
す
る
こ
と
。

」

の
下
に
「な

お
、
乗
組
員
が
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

」を
加
え
、
同
記
載
心
得
を
同
表
記
載
心
得
６
と
し
、
同
表
中
記
載
心
得
１
か
ら
記
載
心
得
４
ま
で
を
一
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
表
に
記
載
心
得
１
と
し
て
次
の
記
載
心
得
を
加
え
る
。

１
船
長
名
欄
に
お
い
て
船
長
が
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
二
号
書
式
第
二
表
中
記
載
心
得
４
を
記
載
心
得
５
と
し
、
記
載
心
得
３
の
次
に
次
の
記
載
心
得
を
加
え
る
。

４
船
長
の
住
所
及
び
氏
名
欄
に
お
い
て
船
長
が
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
二
号
書
式
第
五
表
記
載
心
得
６
中
「記
載
す
る
こ
と
。

」の
下
に
「な

お
、
取
調
べ
に
立
ち
会
つ
た
者
が
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

」を
加
え
る
。

第
六
号
書
式
及
び
第
八
号
書
式
中
「船

長
船
舶
所
有
者

」
を
削
る
。

第
十
二
号
書
式
中
「申

請
者
氏
名

ふ
り
が
な

」
を
「申

請
者
氏
名

ふ
り
が
な

（

旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
。）

」
に
改
め
、
記
載
心
得
２
を
記
載
心
得
３
と
し
、
記
載
心
得
１
を
記
載
心
得
２
と
し
、
同
記
載
心
得
の
前
に
次
の
記
載
心
得
を
加
え
る
。

１
船
員
手
帳
へ
の
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、

に
レ
点
を
付
し
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
十
三
号
書
式
中
「事

項

」
の
下
に「（


旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
。）

」
を
加
え
、
同
書
式
記
載
心
得
１
中
「附

す
る
こ
と
。

」を
「付

す
る
こ
と
。
な
お
、
旧
姓
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、

に
レ
点
を
付
し
、
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を

付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。

」に
改
め
る
。

第
十
四
号
書
式
中
記
載
心
得
３
を
記
載
心
得
４
と
し
、
記
載
心
得
２
を
記
載
心
得
３
と
し
、
記
載
心
得
１
を
記
載
心
得
２
と
し
、
同
記
載
心
得
の
前
に
次
の
記
載
心
得
を
加
え
る
。

１
元
の
船
員
手
帳
に
お
い
て
旧
姓
が
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申
請
者
氏
名
の
氏
と
名
の
間
に
括
弧
を
付
し
た
上
で
、
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
。




		2022-01-06T14:45:40+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




